
平成２９年 １月 定例教育委員会 

                     日時 平成２９年１月２７日(金) 13:30～ 

                     場所 鳥取市役所本庁舎 ４階第３会議室 

 

次  第 

 

                            

○ 行事報告及び行事予定について                 〔教育総務課〕Ｐ.１ 

 

【説明・協議事項】 

（１）平成２９年度当初予算の概要について            〔各課等〕Ｐ.４ 

 

【報告事項】 

（１）旧美歎水源地水道施設整備工事の繰越について      〔文化財課〕Ｐ.３３  

（２）鳥取市民体育館再整備の検討状況について  〔生涯学習・スポーツ課〕Ｐ.３６  

 

【質疑・意見交換】 

（１）中核市移行に伴う市教育委員会の機構について    〔教育センター〕Ｐ.４１ 

 

【先回定例会の議事録】                           〔別冊〕 

 

【その他】 

（１）次期委員会等の開催について       

  ○２月定例教育委員会  平成 29年 2 月 20 日(月)  9:30～ 教育センター第１研修室 

  ○３月臨時教育委員会  平成 29年 3 月 14 日(火) 13:30～ 教育委員室 

  ○３月定例教育委員会  平成 29年 3 月 28 日(火) 13:30～ 未定 

 

 

 





月 日 曜日 行　　　　　事　　　　　等 場　　　所

28 (水) 教育委員会仕事納め式 第二庁舎５階会議室

29 (木)

30 （金）

31 （土）

１月 1 （祝） 元日

2 （月） 振替休日

第７回鳥取市新春健康マラソン大会 コカ・コーラウエストスポーツパーク

平成２９年鳥取市成人式 とりぎん文化会館

教育委員会仕事始め式 第二庁舎５階会議室

新年市民合同祝賀会 ホテルニューオータニ鳥取

5 (木)

ＪＩＣＡ中国ジャマイカ派遣職員市長表敬訪問 秘書課第１応接室

民俗行事「七草がゆ」「鳥追い」 河原町歴史民俗資料館

7 （土）

8 （日）

鳥取市武道館稽古始め及び鏡開き式 鳥取市武道館

親子でいっしょに楽しむ講座⑧ 中央図書館

10 （火） LD等専門員・通級担当者連絡会 教育センター

11 (水) みんなで楽しむ音読教室 中央図書館

12 (木) スポーツ表彰委員会 第二庁舎５階会議室

石浦関おめでとう献立 鳥取地域各小中学校

スポーツ推進委員協議会理事会 第二庁舎５階会議室

14 （土）

15 （日） 河原町囲碁大会 河原町コミュニティセンター

16 （月） 教職員人事ヒアリング（～２０日） 教育委員室

17 （火）

18 (水)

水泳教室閉講式 智頭リプル

食育の日「とっとりふるさと探検日」（鳥取市河内：さといも） 市立小中学校

市民体育祭検討会 文化センター

20 （金）

宇宙ふしぎ探検「冬の星座を観察しよう」 こども科学館

回想法～想い出語りは元気のもと～　講師：山田節子さん 気高図書館

第２回気高町歴史講座　「下坂本清合遺跡の発掘調査成果について」 気高町コミュニティセンター

22 （日）

第７回教育課程等検討会 教育センター

らっきょう生産者の方と明徳小学校児童による交流給食会 明徳小学校

らっきょう・白ねぎ生産者の方と日進小学校児童による交流給食会 日進小学校

6 （金）

9 （祝）

4 (水)

① 行事報告（１２月２８日～１月２７日）

１２月

3 （火）

13 （金）

19 (木)

23 （月）

（土）21

1



月 日 曜日 行　　　　　事　　　　　等 場　　　所

１月 第５回鳥取市校区審議会 本庁舎４階第２会議室

全国学校給食週間「テーマ：とっとりっ子のいただきます！
～みんなで考え　わくわく学ぶ学校給食～」（1/24～1/30）

市立小中学校

Ｂ＆Ｇ全国首長会議 東京

25 (水)

第４回鳥取環境大学教育研究審議会 鳥取環境大学

第２回鳥取市小中学校道徳郷土資料「鳥取市の志」作成検討委員会 教育センター

第３２回Ｊリーグ関係自治体等連絡協議会（～1/27） 栃木県宇都宮市

市町村教育委員研究協議会 九州大学

「地域とともにある学校づくり」研修会 教育センター

１月定例教育委員会 本庁舎４階第３会議室
27 （金）

26 (木)

（火）24
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月 日 曜日 行　　　　　事　　　　　等 場　　　所

28 （土）

29 （日）

30 （月）

31 （火）

２月 きなんせ！English Worldキャラバン 湖南学園、遷喬小学校

みんなで楽しむ音読教室 中央図書館

水泳教室閉講式２班 サンフィッシュ

漁業関係者の方と国府中学校生徒による交流給食会 国府中学校

3 （金） 千葉県野田市議会視察来庁 本庁

4 （土）

5 （日） 河原地域卓球大会 河原町勤労者体育館

6 （月）

7 （火） 水泳教室閉講式１班 サンフィッシュ

8 (水) 小規模転入推進委員会 文化センター

漁業関係者の方と国府中学校生徒による交流給食会 国府中学校

青少年鳥取市民会議運営委員会 文化センター

家庭の日作文コンクール表彰式 文化センター

10 （金） 文化表彰式 第二庁舎５階会議室

11 （祝） 英語で楽しむ絵本の時間 気高図書館

12 （日）

教職員人事ヒアリング２回目（～１７日）

第２回心のボランティアの会 文化センター

特別資料整理（蔵書点検）により休館（2/13～2/17） 用瀬図書館

鳥取市少年愛護センター運営委員会 第二庁舎５階会議室

14 （火）

15 (水)

16 (木)

食育の日「とっとりふるさと探検日」（鹿野町：白ねぎ） 市立小中学校

河原町女性セミナー 河原町コミュニティセンター

河原地域ソフトバレーボール大会 河原町総合体育館

第３回気高町歴史講座　「地名の謎」 気高町コミュニティセンター

19 （日）

特別資料整理（蔵書点検）により休館（2/20～2/24） 中央図書館

２月定例教育委員会 教育センター
20 （月）

（月）13

2 (木)

18 （土）

(木)9

17 （金）

1 (水)

② 行事予定（１月２８日～２月２０日）

１月
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平
成

2
9
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要
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業
等
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〔
教
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総

務
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〕

学
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◆
学
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徴
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改
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小
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○
体

育
館

等
の

耐
震

化
に

取
り

組
む

。
（
校

舎
の

耐
震

化
率

は
、

平
成

２
７

年
度

末
で

１
０

０
％

）
○

中
学

校
３

年
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教
室
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ア
コ
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整
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す
る
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H

2
6
～

3
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○
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【
小
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Ⅳ
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Ⅰ
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学
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０
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０
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金
融

機
関
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銀

行
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銀
行
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銀

行
Ｃ

銀
行

小
中

学
校

学
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徴
収
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ク

ラ
ウ

ド
（
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務
支

援
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）

☆
鳥

取
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と
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て
金

融
機

関
と

契
約

す
る

こ
と

で
費

用
負

担
が

軽
減

さ
れ

る

収
納

団
体

口
座

口
座

口
座

口
座

口
座

口
座

口
座

口
座

口
座

口
座

口
座

④
任

意
の

銀
行

か
ら

口
座

振
替

家
庭

①
口

座
振

替
依

頼
書

提
出

収
納

団
体

口
座

収
納

団
体

口
座

収
納

団
体

口
座

③
金

融
機

関
と

デ
ー

タ
の

送
受

信
（
専

用
回

線
）

⑤
公

費
（
給

食
費

、
教

材
費

）

集
金

ソ
フ

ト

②
公

費
・
私

費
別

に
デ

ー
タ

の
登

録
・
照

会

⑤
私

費
（
学

年
学

級
費

、
学

校
行

事
費

等
）

鳥
取

市
出

納
口

座

平
成

３
０

年
４

月
開

始
予

定

学
校
徴
収
金
シ
ス
テ
ム
概
要
図

9



グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
育

成
事

業

「
き

な
ん

せ
！

イ
ン

グ
リ

ッ
シ

ュ
ワ

ー
ル

ド
/キ

ャ
ラ

バ
ン

」な
ど

と
連

携
さ

せ
、

生
徒

を
英

語

圏
域

に
派

遣
し

、
学

校
（
生

徒
間

）
交

流
や

ホ
ー

ム
ス

テ
イ

な
ど

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

、
多

様
な

文
化

と
歴

史
に

触
れ

る
短

期
間

（
5
日

程
度

）
研

修
を

行
う

。
（
2
0
名

程
度

を
選

考
）

（
４

）
派

遣
研

修
（
8
月

）
①

派
遣

先
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
市

内
②

参
加

費
６

万
円
/人

（
渡

航
費

用
の

１
/３

程
度

）
③

内
容

学
校

訪
問

、
ホ

ー
ム

ス
テ

イ
、

施
設

見
学

な
ど

④
派

遣
後

報
告

書
を

作
成

し
、

学
ん

だ
こ

と
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
さ

せ
る

。

〇
全

体
事

業
費

７
，

５
５

５
千

円
（
報

償
費

、
需

用
費

、
委

託
料

等
）

（
１

）
公

募
（
4
月

）
（
２

）
選

考
会

（
5
月

）
（
３

）
事

前
研

修
（
6
～
8
月

）
事

前
研

修
（語

学
研

修
、

郷
土

芸
能

取
得

な
ど

）

7
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導
入

シ
ス

テ
ム

の
構

成

校
務

支
援

事
業

（
５

６
，

３
０

５
千

円
）

校
務

支
援

シ
ス

テ
ム

を
導

入
す

る
こ

と
で

、
校

務
の

効
率

化
に

よ
る

教
員

の
事

務
負

担
を

軽
減

す
る

と
と

も
に

、
児

童
生

徒
と

向
き

合
う

時
間

を
生

み
出

し
、

教
育

の
質

の
向

上
を

図
る

。

・
校

務
処

理
シ

ス
テ

ム
・

文
書

管
理

シ
ス

テ
ム

・
学

校
徴

収
金

シ
ス

テ
ム

鳥
取

県
IC
T共

同
化

推
進

協
議

会
学

事
業

務
部

会
に

お
い

て
、

全
県

で
の

共
同

調
達

と
な

り
ま

し
た

。

11



未
来

の
と

っ
と

り
教

育
創

造
事

業
（
２

，
７

６
３

千
円

）

保
護

者
・
地

域
と

と
も

に
歩

む
魅

力
あ

る
学

校
づ

く
り

（
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
の

推
進

）

◆
事

業
の

概
要

①
導

入
の

促
進

・新
た

に
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・ス

ク
ー

ル
を

め
ざ

す
学

校
に

お
け

る
組

織
や

運
営

体
制

づ
く
り

（
５

校
を

予
定

）
②

運
営

の
充

実
・
す

で
に

鳥
取

市
版

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
と

し
て

運
営

し
て

い
る

学
校

の
、

一
層

の
地

域
と

の
連

携
・
協

働
体

制
づ

く
り

（
５

校
を

予
定

）

③
研

修
の

充
実

・学
校

運
営

協
議

会
委

員
・教

職
員

等
へ

の
研

修
の

実
施

地
域

や
保

護
者

の
方

々
の

代
表

者
（
学

校
運

営
協

議
会

委
員

）
が

、
学

校
と

と
も

に
学

校
運

営
の

基
本

的
な

方
針

を
考

え
た

り
、

教
育

活
動

を
評

価
し

た
り

す
る

こ
と

で
、

と
も

に
地

元
の

学
校

を
よ

り
よ

く
し

て
い

こ
う

と
い

う
「
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
（
学

校
運

営
協

議
会

制
度

）
」を

拡
充

し
て

い
き

ま
す

。
中

央
教

育
審

議
会

答
申

で
も

、
「
す

べ
て

の
公

立
学

校
が

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
を

め
ざ

す
べ

き
で

あ
り

、
教

育
委

員
会

が
積

極
的

に
設

置
の

推
進

に
努

め
て

い
く
よ

う
な

制
度

的
位

置
づ

け
の

見
直

し
を

検
討

す
べ

き
」
と

提
言

さ
れ

て
い

ま
す

。

※
国

の
「
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
導

入
等

促
進

事
業

」
を

活
用

（
補

助
率

：
国

・
県

・
市

各
１
/３

）

Ｈ
２

８
１

５
校

（
中

学
校

区
と

し
て

の
指

定
も

含
む

）

Ｈ
２

９
２

０
校

以
上

（
市

内
小

中
学

校
の

１
/３

以
上

）

Ｈ
３

０
３

０
校

以
上

（
市

内
小

中
学

校
の

１
/２

以
上

）

◆
今

後
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
指

定
校

の
目

標
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関
係

機
関

小 ・ 中 学 校

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

活
用
事
業

（１
２
，
４
４
８
千
円
）

Ｓ
Ｓ
Ｗ

の
増

員
（５

名
か
ら
６

名
へ
）・
活
動
時
間
（最

大
1
2
時

間
か
ら
1
8
時
間
へ
）

の
拡

大
な
ど

【
各

学
校

の
取

組
】

【教
育

委
員

会
の

取
組

】

早
期

対
応

組
織

的
対

応
未

然
防

止

未
来
の
と
っ
と
り
教
育
創
造
事
業
（５

６
０
千
円
）

～
学

び
や
学

校
生

活
を
支

え
る
土

台
づ
く
り

（
自
治
力
の
育
成
）
～

Ｓ
Ｓ

Ｗ
は

、
い

じ
め

、
不

登
校

、
暴

力
行

為
、

児
童

虐
待

等
、

生
徒

指
導

係
指

導
上

の
課

題
に

対
応

す
る

た
め

、
社

会
福

祉
の

専
門

的
な

知
識

・
技

術
を

用
い

て
、

児
童

生
徒

の
置

か
れ

た
様

々
な

環
境

に
働

き
か

け
て

支
援

を
行

う
。

本
市

の
重

点
課

題
「

学
力

向
上

」
と

「
学

校
不

適
応

の
解

消
」

を
実

現
す

る
た

め
に

は
、

「
子

ど
も

た
ち

自
身

の
内

な
る

力
」

＝
「

集
団

の
自

治
力

」
を

育
て

る
こ

と
が

欠
か

せ
な

い
。

パ
イ

ロ
ッ

ト
中

学
校

区
に

よ
る

「
自

治
力

の
育

成
」

を
意

識
し

た
取

組
を

推
進

し
、

そ
の

成
果

を
各

学
校

に
還

元
し

て
い

く
。

◆
事

業
の

概
要

（
３

中
学

校
区

を
指

定
）

「
学

力
の

向
上

」
と

「
学

校
不

適
応

の
解

消
」
の

た
め

に
、

子
ど

も
た

ち
の

学
校

生
活

等
の

土
台

と
な

る
集

団
の

自
治

力
を

育
成

す
る

。
≪

実
践

例
≫

①
協

働
的

な
授

業
を

通
し

た
学

校
集

団
づ

く
り

②
学

級
活

動
、

生
徒

会
活

動
、

学
校

行
事

な
ど

、
特

別
活

動
を

通
し

た
取

組
③

体
験

的
な

活
動

を
通

し
て

社
会

性
を

養
う

取
組
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放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

は
、

保
護

者
が

仕
事

な
ど

で
昼

間
家

庭
に

い
な

い
児

童
に

、
授

業
の

終
了

後
、

適
切

な
遊

び
と

生
活

の
場

を
与

え
、

そ
の

健
全

な
育

成
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

事
業

で
す

。

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

の
ニ

ー
ズ

は
年

々
増

加
し

て
お

り
、

本
市

で
は

現
在

、
３

９
校

区
に

５
４

ク
ラ

ブ
、

２
,２

８
８

名
の

児
童

が
入

級
し

て
い

ま
す

。
（

３
年

生
以

下
約

3
９

％
、

１
年

生
約

4
５

％
）

◎
学

校
施

設
を

共
用

し
て

整
備

・
瑞
穂
小
学
校

新
設

学
校
体
育
館
指
導
室

・
浜
坂
小
学
校

第
三
ク
ラ
ブ

学
校
内
1階

和
室

・
若
葉
台
小
学
校

第
二
ク
ラ
ブ

学
校
内
（
調
整
中
）

・
青
谷
小
学
校

第
二
ク
ラ
ブ

学
校
内
1階

◎
耐

震
対

策
に

よ
る

建
替

整
備

・
美
保
小
学
校
(保

育
園
合
築
)

《
事

業
活

用
条

件
》

・
１

８
時

３
０

分
を

超
え

て
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
を

開
設

し
て

い
る

。
・

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

で
苦

情
解

決
の

受
付

窓
口

、
第

三
者

委
員

会
を

設
置

し
て

い
る

な
ど
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中
核

市
移

行
に

向
け

た
教

職
員

研
修

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
育

成
に

向
け

た
取

組

○
鳥

取
市

独
自

の
研

修
の

構
築

・研
修

ビ
ジ

ョ
ン

、
体

系
の

構
築

と
移

行
準

備
・研

修
実

施
体

制
の

強
化

○
特

色
あ

る
教

職
員

研
修

の
確

立

・
次

代
を

担
う

と
っ

と
り

教
職

員
派

遣
・若

手
教

員
育

成
を

中
心

と
し

た
校

内
研

修
体

制
の

サ
ポ

ー
ト

○
外

国
語

教
育

に
お

け
る

小
中

連
携

の
推

進

・小
中

兼
務

と
し

て
の

Ａ
Ｌ

Ｔ
の

効
果

的
な

活
用

・小
教

研
、

中
教

振
と

の
連

携
に

よ
る

研
修

の
実

施

○
外

国
人

と
触

れ
合

う
機

会
の

提
供

・小
学

校
外

国
語

活
動

支
援

員
配

置
の

拡
充

・
き

な
ん

せ
！
En
gl
is
h
 W

o
rl
d
（
年

４
回

、
教

科
化

に
向

け
た

内
容

の
工

夫
）

・
き

な
ん

せ
！
En
gl
is
h
 W

o
rl
d
キ

ャ
ラ

バ
ン

（希
望

小
学

校
・中

学
校

区
）

平
成
2
9
年

度
主

要
事

業
等

説
明

〔
教

育
セ

ン
タ

ー
〕
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一
貫

し
た

相
談

体
制

と
支

援

○
人

的
・
物

的
支

援
の

充
実

・特
別

支
援

教
育

支
援

員
配

置
の

拡
充

・難
聴

児
学

習
支

援
機

器
補

助
（
FM

補
聴

シ
ス

テ
ム

の
活

用
）

・早
期

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
配

置
（移

行
支

援
体

制
の

構
築

）
・
発

達
障

が
い

支
援

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
配

置
（
T式

ひ
ら

が
な

音
読

支
援

）

○
特

別
支

援
教

育
に

係
る

教
職

員
研

修
の

確
立

・イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
教

育
の

視
点

に
立

っ
た

指
導

力
向

上
研

修
（対

応
要

領
の

周
知

）

○
適

応
指

導
教

室
「
す

な
は

ま
」
「
レ

イ
ン

ボ
ー

」
運

営
の

工
夫

・専
門

的
知

識
を

有
す

る
人

材
の

活
用

（発
達

検
査

等
）

・
個

別
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
支

援
体

制
の

強
化

（
学

習
支

援
、

保
護

者
支

援
）
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１
．

就
学

援
助

制
度

（
7
0
,1
15

千
円

）
経

済
的

な
理

由
に

よ
り

就
学

が
困

難
で

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

児
童

生
徒

の
保

護
者

に
対

し
、

学
用

品
費

や
修

学
旅

行
費

、
給

食
費

等

の
一

部
を

援
助

す
る

。

２
．

特
別

支
援

学
級

就
学

支
援

制
度

（
6
,0
3
2
千

円
）

特
別

支
援

学
級

に
在

籍
す

る
児

童
生

徒
を

対
象

に
、

そ
の

保
護

者
等

の
経

済
的

な
負

担
を

軽
減

し
、

特
別

支
援

学
級

の
普

及

奨
励

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

特
別

支
援

学
級

就
学

奨
励

費
を

支
給

す
る

。

３
．

教
育

福
祉

振
興

基
金

奨
励

事
業

（
3
2
0
千

円
）

鳥
取

市
に

居
住

す
る

中
学

生
の

優
良

な
生

徒
で

、
経

済
的

に
恵

ま
れ

な
い

者
に

補
助

金
を

交
付

す
る

こ
と

に
よ

り
就

学
奨

励
を

図
る

。

中
学

校
を

大
規

模
、

中
規

模
、

小
規

模
分

類
し

、
規

模
に

応
じ

た
人

数
配

分
と

し
、

交
付

の
拡

大
を

図
る

。

４
．

遠
距

離
通

学
費

等
補

助
金

（
2
9
,2
74

千
円

）

遠
距

離
・
地

位
的

危
険

等
の

条
件

を
有

す
る

地
域

か
ら

通
学

す
る

児
童

生
徒

の
保

護
者

に
対

し
、

バ
ス

定
期

券
の

購
入

又
は

自
家

用
車

で
の

送
迎

に
よ

り
通

学
に

か
か

る
費

用
の

う
ち

、
一

律
の

負
担

額
を

控
除

し
た

金
額

を
補

助
す

る
。

５
．

中
学

生
自

転
車

通
学

用
ヘ

ル
メ

ッ
ト

補
助

金
（
6
7
2
千

円
）

自
転

車
通

学
の

中
学

生
が

着
用

す
る

通
学

用
ヘ

ル
メ

ッ
ト

の
購

入
費

の
一

部
を

補
助

し
、

保
護

者
の

経
済

的
負

担

を
軽

減
す

る
。

就
学

に
関

す
る

支
援

施
策

平
成

2
9
年

度
主

要
事

業
等

説
明

〔
学
校
保
健
給
食
課
〕
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（
8
6
,9
47

千
円

）

（
１
2
千

円
）

【通
学

路
安

全
対

策
推

進
委

員
会

】

構
成

員
で

あ
る

学
校

、
保

護
者

、
地

域
住

民
、

教
育

委
員

会
、

道
路

管
理

者
（
国

、
県

、
市

）
及

び
警

察
等

の
関

係
機

関
が

連
携

し
通

学
路

安
全

対
策

を
行

う
。

【通
学

路
合

同
安

全
点

検
】

関
係

者
が

連
携

し
、

ハ
ー

ド
・
ソ

フ
ト

の
両

面
か

ら
総

合
的

な
対

策
を

検
討

し
、

児
童

生
徒

の
通

学
に

お
け

る
安

全
確

保
に

向
け

た
取

組
を

図
り

、
未

実
施

箇
所

の
早

期
対

策
を

要
望

し
て

い
く
。

平
成
2
8
年

度
合

同
点

検
箇

所
４

２
箇

所
対

策
予

定
数

４
７

箇
所
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○
学
校
給
食
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

（
1
2
2
千
円
）

【
学

校
保

健
給

食
課

】

１
．

基
本

的
な

考
え

方
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

の
あ

る
児

童
生

徒
が

、
少

し
で

も
他

の
児

童
生

徒
と

同
じ

よ
う

に
給

食
時

間
を

安
全

に
か

つ
楽

し
く
過

ご
せ

、
ま

た
食

育
と

し
て

の
学

校
給

食
の

効
果

を
高

め
る

た
め

に
、

安
全

性
の

確
保

を
最

優
先

し
対

応
し

て
い

く
。

２
．

現
在

の
ア

レ
ル

ギ
ー

対
応

①
平

成
２

５
年

「
鳥

取
市

学
校

給
食

に
お

け
る

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

②
平

成
２

６
年

１
０

月
よ

り
、

卵
の

除
去

食
、

代
替

食
対

応
を

開
始

③
平

成
２

７
年

１
０

月
か

ら
、

原
因

物
質

と
し

て
最

も
多

い
卵

に
加

え
、

乳
の

除
去

食
、

代
替

食
対

応
を

開
始

３
．

平
成

２
９

年
度

の
取

組
み

生
活

管
理

指
導

表
の

導
入

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

学
校

給
食

の
充

実
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○
学
校
給
食
を
通
し
た
食
育
の
推
進

児
童

生
徒

の
心

身
の

健
全

な
発

達
の

た
め

、
学

校
給

食
の

地
場

産
物

を
よ

り
多

く

取
り

入
れ

、
そ

れ
を

生
き

た
食

材
と

し
て

活
用

し
食

育
の

推
進

を
図

る
。

◆
毎

月
１

９
日

の
食

育
の

日
「
ふ

る
さ

と
探

検
日

」

◆
生

産
者

交
流

給
食

会

◆
親

子
料

理
教

室

◆
学

校
給

食
ソ

ン
グ

の
普

及

○
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
機
器
等
大
型

備
品

の
更

新
・

導
入

（
2
2
,
35
0千

円
）

・
耐

用
年

数
経

過
の

大
型

調
理

機
器

の
年

次
計

画
的

整
備

(ｽ
ﾁ
ｰ

ﾑ
ｺ
ﾝ
ﾍ

ﾞｸ
ｼ
ｮﾝ

､ｶ
ﾞｽ

回
転

釜
な

ど
)

〇
国

府
学

校
給

食
セ

ン
タ

ー
の

改
修
（

1
,
8
0
0
千

円
)

・
事

務
室

の
修

繕
（
ト

イ
レ

改
修

、
手

洗
い

、
休

憩
場

所
な

ど
）

（
小

学
校

で
の

し
ゃ

ん
し

ゃ
ん

献
立

交
流

給
食

会
の

様
子

）

20



史
跡
鳥
取
城
跡
保
存
整
備
事
業

①
大

手
登

城
路

復
元

整
備

事
業

※
保

存
整

備
実

施
計

画
に

基
づ

き
「大

手
登

城
路

」の
復

元
整

備
を

実
施

中
。

※
平

成
２

８
年

～
３

０
年

度
擬

宝
珠

復
元

工
事

※
平

成
２

９
年

度
は

表
御

門
の

工
事

、
中

ノ
御

門
渡

櫓
門

の
実

施
設

計
に

着
手

※
平

成
３

４
年

度
に

全
体

が
完

成

②
石

垣
等

保
存

修
理

事
業

※
石

垣
カ

ル
テ

を
作

成
し

、
緊

急
性

の
高

い
も

の
か

ら
順

次
実

施
中

。

平
成

2
9
年

度
主

要
事

業
等

説
明

〔
文

化
財

課
〕
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重
要
文
化
財
旧
美
歎
水
源
池
水
道
施
設
保
存
整
備
事
業

平
成

1
9
年

度
に
国

の
重

要
文
化
財

指
定

を
受
け
た

旧
美

歎
水
源
地

水
道

施
設
に
つ

い
て

、
文

化
庁
の

承
認

を
受
け
た

保
存

活
用
計
画

（
平

成
2
5
年
度

策
定

）
に
沿
っ

た
整

備
を

実
施
す

る
。

平
成
２
９
年
度
で
、
ろ
過
池
周
辺

の
建
造
物
の
修
復
を
完
了
す
る

。
平
成
３
０
年
度
に
は
水
道
局
よ
り

移
管
を
受
け
、
一
般
公
開
を
開
始
す
る
。

（
活
用
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
一
部
３
０
年
度
も
工
事
を
継
続
）

①
建

造
物

保
存

修
理

事
業

※
平

成
２

９
年

度
で

文
化

財
修

理
工

事
を

完
了

・
報

告
書

を
刊

行

②
文

化
財

建
造

物
活

用
事

業
※

平
成

２
７

年
度

の
実

施
設

計
に

基
づ

き
工

事
に

着
手

（
～

２
９

年
度

）

※
周

遊
路

及
び

周
遊

路
沿

い
の

休
憩

用
ア

ズ
マ

ヤ
を

２
８

年
度

に
施

工
（
一

部
繰

越
）

※
２

９
年

度
は

大
型

ア
ズ

マ
ヤ

・
園

地
整

備
を

実
施

す
る

。
３

０
年

度
前

半
で

整
備

を
終

了
す

る
。

※
平

成
３

０
年

度
の

完
成

・
オ

ー
プ

ン
に

あ
わ

せ
て

、
全

国
近

代
化

遺
産

活
用

協
議

会
の

大
会

も
し

く
は

部
会

の
誘

致
を

検
討

し
て

い
る

。
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指
定
文
化
財
等
の
保
存
整
備
事
業

①
史

跡
青

谷
上

寺
地

遺
跡

管
理

事
業

※
遺

跡
保

護
・
環

境
維

持
の

た
め

の
除

草
※

史
跡

保
存

活
用

協
議

会
運

営
費

負
担

金
※

青
谷

上
寺

地
遺

跡
保

存
整

備
基

本
設

計
に

着
手

②
史

跡
池

田
家

墓
所

保
存

整
備

事
業

※
池

田
家

墓
所

の
管

理
、

藩
主

墓
の

保
存

修
理

事
業

へ
の

補
助

（
公

財
）
池

田
家

墓
所

保
存

会
へ

の
補

助

③
そ

の
他

の
保

存
整

備
・
管

理
活

用
事

業
※

県
・
市

指
定

文
化

財
の

保
存

整
備

に
つ

い
て

、
所

有
者

を
補

助
（
平

成
2
9
年

度
計

3
2
件

）
※

所
管

す
る

指
定

文
化

財
の

維
持

・
管

理
※

国
登

録
有

形
文

化
財

申
請

の
補

助

文
化
施
設
の
管
理
事
業

①
歴

史
博

物
館

（
や

ま
び

こ
館

）
、

因
幡

万
葉

歴
史

館
、

仁
風

閣
・
宝

扇
庵

、
青

谷
上

寺
地

遺
跡

展
示

館
、

あ
お

や
郷

土
館

管
理

事
業

指
定

管
理

者
（
公

財
）
鳥

取
市

文
化

財
団

（
2
8
年

度
～
3
2
年

度
）

②
歴

史
民

俗
資

料
館

管
理

事
業

河
原

町
・
用

瀬
町

・
佐

治
町

の
歴

史
民

俗
資

料
館

（
資

料
の

管
理

に
つ

い
て

は
や

ま
び

こ
館

の
指

定
管

理
に

含
む

）
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開
発

に
伴

う
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

大
桷

遺
跡

鳥
取

城
跡

鳥
取

藩
主

池
田

家
墓

所

会
下

・
郡

家
遺

跡
（
本

調
査

）

佐
貫

所
在

遺
跡

事
業

概
要

１
　

事
業

の
目

的
各

種
開

発
事

業
に

先
立

ち
、

遺
跡

の
有

無
を

確
認

す
る

た
め

に
調

査
を

実
施

す
る

。

２
　

調
査

予
定

箇
所

３
　

調
査

予
定

面
積

８
00

㎡
４

　
委

託
機

関
鳥

取
市

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー

　
県

道
整

備
事

業
に

伴
い

佐
貫

所
在

遺
跡

、
大

桷
遺

跡
の

試
掘

調
査

を
実

施
す

る
。

史
跡

整
備

に
伴

う
鳥

取
藩

主
池

田
家

墓
所

、
学

校
建

築
に

伴
う

鳥
取

城
跡

な
ど

各
種

開
発

事
業

に
伴

う
試

掘
調

査
を

実
施

す
る

。
　

個
人

農
地

の
整

備
に

伴
い

、
発

掘
調

査
を

実
施

す
る

。
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平
成

2
9
年

度
主

要
事

業
等

説
明

〔
生

涯
学

習
・

ス
ポ

ー
ツ

課
〕

『
鳥

取
市

ス
ポ

ー
ツ

推
進

計
画

』
に

基
づ

き
、

年
齢

や
性

別
、

障
が

い
等

を
問

わ
ず

ス
ポ

ー
ツ

に
親

し
む

こ
と

が
で

き
る

ま
ち

づ
く
り

を
推

進
す

る
た

め
、

第
6
0
回

市
民

体
育

祭
等

を
通

じ
て

、
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
、

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及
促

進
を

図
る

。

 
◆

市
民

総
ス

ポ
ー

ツ
運

動
推

進
事

業

社
会

教
育

に
対

す
る

期
待

が
年

々
増

加
す

る
中

、
関

係
団

体
等

へ
の

指
導

・
連

携
体

制
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
地

区
公

民
館

を
地

域
に

お
け

る
社

会
教

育
の

推
進

拠
点

と
し

て
再

構
築

を
図

る
。
 

◆
地

域
学

校
協

働
活

動
推

進
事

業

『
鳥

取
市

公
共

施
設

の
経

営
基

本
方

針
』
に

基
づ

く
所

管
施

設
の

今
後

の
あ

り
方

検
討

と
併

せ
て

、
老

朽
化

等
へ

の
対

応
が

急
務

と
な

っ
て

い
る

。
市

民
に

安
心

し
て

利
用

い
た

だ
け

る
施

設
と

し
て

適
切

に
維

持
管

理
等

を
行

う
。
 

◆
市

民
体

育
館

等
再

整
備

事
業

①
社

会
教

育
推

進
体

制
の

充
実

を
図

る
。

②
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
、

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及
促

進
を

図
る

。

③
社

会
教

育
・
社

会
体

育
施

設
の

維
持

管
理

等
を

行
う

。

1
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◆
地

域
学

校
協

働
活

動
推

進
事

業
【
新

規
】

国
が
推
奨
す
る
『
地
域
学
校
協
働
本
部
』
の
設
置
に
向
け
た
検
証
を
⾏
う
た
め
、
３
地

区
公
⺠
館
を
選
定
し
、
モ
デ
ル
的
に
“地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
”を
配
置
し
ま
す
。

こ
の
成
果
を
検
証
し
な
が
ら
、
平
成
30
年
度
以
降
、
こ
の
取
り
組
み
を
全
市
的
に
展
開

し
、
地
区
公
⺠
館
を
核
と
し
た
地
域
の
社
会
教
育
推
進
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

平
成

２
９
年

度
３
地

区
公

民
館

に
モ
デ
ル
的

に
配
置
!!
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◆
市

民
総

ス
ポ

ー
ツ

運
動

推
進

事
業

【
継

続
・
拡

充
】

■
事
業
の
概
要

①
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
促
進

⼩
学
校
体
育
連
盟
陸
上
競
技
⼤
会
及
び

市
⺠
体
育
祭
各
競
技
に
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン

を
派
遣
し
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
を
「
み
る
」

機
会
を
提
供
し
ま
す
。

②
⽣
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
促
進

シ
ニ
ア
を
対
象
と
し
た
「
い
き
い
き
健
康

ボ
ウ
リ
ン
グ
⼤
会
」
を
開
催
し
、
⾼
齢
者
等

の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

併
せ
て
、
第
60
回
記
念
⼤
会
と
な
る
「
市
⺠

体
育
祭
」
へ
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
招
待
や
、
第
40

回
記
念
⼤
会
と
な
る
「
⿃
取
市
・
姫
路
市
姉
妹
都
市

親
善
ス
ポ
ー
ツ
交
歓
⼤
会
」
の
実
施
種
⽬
拡
⼤
等
を

通
じ
て
、
「
す
る
」
「
み
る
（
観
る
）
」
「
さ
さ
え
る
（
⽀
え
る
）
」
と
い
う
ス

ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
機
会
を
増
や
し
、
⽣
涯
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
の
創
造
を
め
ざ
し
ま
す
。
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◆
市

民
体

育
館

等
再

整
備

事
業

【
継

続
】

年
度

4月
5月

6
月

7月
8月

9
月

1
0月

11
月

1
2月

1月
2月

3月

Ｈ
28

Ｈ
29

Ｈ
30

Ｈ
31

基
本

構
想

策
定

の
プ

ロ
セ

ス

事
業

者
決

定
の

プ
ロ

セ
ス

提
言

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

公
開

、
提

言
書

に
対

す
る

パ
ブ

コ
メ

実
施

(Ｈ
28
.6
.3
0～

Ｈ
28
.8
.3
1)

直
接

対
話

に
よ

る
意

見

交
換

会
へ

の
参

加

事
業

者
募

集

(Ｈ
28
.1
0.
17

～

Ｈ
28
.1
1.
30

)

市
民

体
育

館

提
言

書
提

出

(Ｈ
2
8
.6
.2
8
)

民
間

事
業

者

と
の

意
見

交
換

を
実

施

(Ｈ
28
.1
2.
6～

)

・
市

の
方

針
決

定

・
基

本
構

想
(案

)作

成

・
外

部
委

員
会

基
本

構
想

策
定

市
民

体
育

館
再

整
備

基
本

計
画

策
定

業
務

委
託

民
間

活
力

導
入

可
能

性
調

査
【約

80
0万

円
】

⇒
入

札
(公

募
型

プ
ロ

ポ
ー

ザ
ル

)
～

Ｈ
29
.1
0

基
本

構
想

へ
の

パ
ブ

コ
メ

集
約

基
本

計
画

策

定

事
業

者
公

募
支

援
業

務
(ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

業
務
)委

託

(約
6ヶ

月
間

)【
約
1,
70
0万

円
】

⇒
基

本
計

画
策

定
業

者
と

随
意

契
約

設
計

・建
設
(約

24
ヶ

月
)

設
計

・建
設
(約

24
ヶ

月
)

竣 工

事
業

者

決
定

・
庁

内
会

議

基
本

構
想
(案

)

検
討

基
本

構
想

へ
の

パ
ブ

コ
メ

を
実

施

基
本

構
想

策
定

作
業

基
本

計
画
(案

)へ

の
パ

ブ
コ

メ
を

実
施

【
6
月

定
例

市
議

会
】

：
平

成
29

年
度
6月

補
正

予
算

・
基

本
計

画
策

定
業

務
委

託
・
民

間
活

力
導

入
可

能
性

調
査

（
≒

8
0
0万

円
）

・
事

業
者

公
募

支
援

業
務

(≒
1
,7
0
0万

円
)

要
求

水
準

書
の

公

開
・事

業
者

公
募

市
議

会
・
教

育
委

員
会

に
報

告

市
議

会
・
教

育
委

員
会

に
報

告

基
本

計
画
(案

)

へ
の

パ
ブ

コ
メ

集
約

市
議

会
・
教

育
委

員
会

に
報

告

実
施

方
針

・要
求

要
求

水
準

書

(案
)の

公
開

市
議

会
・
教

育

委
員

会
に

基

本
計

画
(案

)の
進

捗
状

況
の

報
告
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平
成

2
9
年

度
主

要
事

業
等

説
明

〔
中

央
図

書
館

〕
1
.地

域
社

会
教

育
活

動
総

合
事

業
の

充
実

【
継

続
】

（
1
）
子

ど
も

の
読

書
活

動
の

推
進

・
読

み
聞

か
せ

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

講
座

の
充

実
を

図
り

ま
す

。

（
2
）子

育
て

世
代

に
優

し
い

図
書

館

・
イ

ベ
ン

ト
等

へ
の

参
加

の
た

め
の

託
児

費
用

の
計

上
【
新

規
】

・
こ

れ
か

ら
母

親
、

父
親

に
な

る
人

（
プ

レ
マ

マ
・
プ

レ
パ

パ
）
へ

の
、

お
は

な
し

会
等

へ
の

参
加

の
推

進

（
関

連
し

て
、

貸
出

冊
数

の
変

更

（
4
/1

施
行

予
定

）
1
0
冊

⇒
1
5
冊

）
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2
.コ

ン
ビ

ニ
受

取
サ

ー
ビ

ス
の

試
行

【
継

続
】

2
8
年

度
に

引
き

続
き

、
モ

デ
ル

的
に

湖
山

地
域

の
コ

ン
ビ

ニ
（
1
カ

所
）

で
図

書
館

資
料

の
受

取
サ

ー
ビ

ス
を

試
行

。

【
利

用
状

況
】

5
月

～
1
2
月

の
実

績

利
用

件
数

：
1
4
3
件

（
1
7
.9

件
/月

）

実
利

用
者

：
4
6
人

（
内

、
湖

山
在

住
2
0
人

）

【
変

更
点

】

搬
送

回
数

：
週
1
回

⇒
週
2
回

に

搬
送

方
法

：
移

動
図

書
館

車
⇒

搬
送

便
（
委

託
業

者
）
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報告事項（１） 

 
 
 

 
重要文化財旧美歎水源地水道施設 ２８年度整備工事の繰越明許について 

 
 
１．概要 

平成２８年度の旧美歎水源地水道施設の整備工事のうち、アズマヤ（休憩施設）建築

および受付棟改修工事について、工期の遅れから繰越明許とする。 

 
２．工事の概要 

 工事名称 重要文化財旧美歎水源地水道施設整備工事（建築） 
 繰越額 １１，３３５千円（税込） 
 うち 国庫補助 ５，６６７千円（１／２） 
    県補助  １，８８９千円（１／６） 
       一般財源 ３，７７９千円 

工 期   平成２９年１月～平成２９年５月末 

 
３．繰越理由 

 入札不調のため業者が決定できず、着工が遅れたため、工期の延長が必要となった。 

※１回目：１０月１８日、２回目：１１月２２日に入札を実施したがいずれも応札なし。 

 

４．今後の予定 

※速やかに着工し、工事を完了します。 
  

 定例教育委員会資料 

平成２９年１月２７日 

担 当 課 文化財課 
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１．対象となる工事の位置 

 

① アズマヤ新築工事   木造の休憩用アズマヤ（３．６ｍ四方）の建築 

 
  

② アズマヤ ① 受付兼用倉庫 
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② 受付兼用倉庫改修  既存コンクリートブロックのポンプ室を、受付兼用倉庫とするため屋根・外壁等を改修する。  
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鳥取市民体育館再整備の検討に係る意見交換会の結果概要について 

 

平成２８年１０月１７日から１１月３０日まで本事業の実施主体となる意向を有する

事業者の募集を行い、１２月６日から民間事業者の皆様と直接対話による意見交換会を

実施し、その結果概要を市公式ホームページに公表しましたので報告します。 

 

記 

 

１ 意見交換会参加事業者 

４事業者 

  

２ 意見交換会結果概要 

   別紙のとおり 

 

 ３ これまでの経緯 

 平成２８年６月２８日  

市民体育館等あり方検討委員会より『市民体育館再整備の方針に係る提言書』提出 

平成２８年６月３０日～８月３１日  

提言書を市公式ホームページに公表、提言書に対する市民からの意見募集 

平成２８年９月２０日 

提言書に対する市民からの意見結果概要を市公式ホームページに公表 

  平成２８年１０月５日 

市長定例記者会見において民間事業者と直接対話による意見交換の実施を発表 

平成２８年１０月１７日～１１月３０日 

意見交換会への参加事業者を募集 

平成２８年１２月６日～ 

参加申込事業者と意見交換会を実施 

  平成２９年１月１３日 

 意見交換会結果概要を市公式ホームページに公表 

 

４ 今後の予定 

  平成２９年２月 市民体育館再整備方針について基本構想の協議・検討 

  平成２９年３月 鳥取市の整備方針の決定、基本構想の策定 

定例教育委員会資料 

平成２９年１月２７日 

担当課 生涯学習・スポーツ課 

電話 ２０-３３７１ 

報告事項（２） 
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鳥取市民体育館再整備の検討に係る意見交換会の結果概要について 

  

鳥取市民体育館は、建築から４０年以上が経過し耐震性が低く老朽化が進んでいることから、平

成２７年度に利用者や学識経験者等から構成される「市民体育館等あり方検討委員会」を設立し、

今後の市民体育館のあり方について検討を行ってきました。 

平成２８年６月２８日、委員会より『市民体育館再整備の方針に係る提言書』が提出されたこと

を受け、直ちに市公式ホームページに提言書を公開するとともに６月３０日から８月３１日にかけ

て市民の皆様から意見を募集しました。 

さらに、提言書の「整備手法に民間活力導入を積極的に検討すべき」という考えや市民の皆様か

らも「民間活力の導入を求める」とのご意見を受けて、民間活力導入による「事業成立の可否」に

ついて検討するため、民間事業者の皆様と直接対話による意見交換を行うこととしました。 

 平成２８年１０月１７日から１１月３０日まで本事業の実施主体となる意向を有する事業者の

募集を行い、平成２８年１２月６日から応募のあった民間事業者の皆様と直接対話による意見交換

会を実施しましたので、その結果概要を公表します。 

 

■意見交換会参加企業 

 ４事業者 

 

■民間事業者からの意見概要 

１ 事業化に向けた条件について 

○想定整備スケジュールについて 

平成 31 年度の施設完成は非常にタイトで厳しいという意見もありましたが、利用者の安心・安全

や避難所としての重要性、また将来的な市民の負担軽減の観点から平成 31 年度中の竣工を目指す

べきであるとの意見がありました。 

○事業手法について 

次のような意見・提案がありました。 

・早期整備や収益性、多機能化、複合化を考慮すると、民間活力を導入した事業手法としては 

ＤＢ（※1）/ＤＢＯ方式（※2）、リース方式(※3)、ＰＲＥ方式(※4)、Ｌｅａｓｅ＆Ｌｏｃ方式(※5)のいず

れかが妥当と考える。 

・民間の創意工夫を最大限に引き出す手法としてＤＢＯ方式に賛同する。 

・施設の管理、運営を行う期間はある程度長期的な設定が望ましい。 

・施設の耐用年数や想定供用期間の設定は、ＬＣＣ（※6）の増減に大きく関与する。（民間事業の場

合は耐用年数を 20 年程度と想定するのが一般的） 

 など 

※1 ＤＢ方式（ﾃﾞｻﾞｲﾝ･ﾋﾞﾙﾄﾞ）：公共が資金調達を負担し、設計･建設を民間に一括委託する方式 

※2 ＤＢＯ方式（ﾃﾞｻﾞｲﾝ･ﾋﾞﾙﾄﾞ･ｵﾍﾟﾚｲﾄ）：公共が資金調達を負担し、設計･建設･運営を民間に一括委託する方式 

※3 リース方式：民間が資金調達から公共施設の設計・建設・維持管理等の業務をトータルで行い、そのサービス対価をリース

   料として受け取る方式 

※4 ＰＲＥ (ﾋﾟｰｱｰﾙｲｰ)方式：まちづくりや地域連携のために、民間が事業主体となり、公的不動産(Ｐｕｂｌｉｃ Ｒｅａｌ Ｅｓｔａｔｅ)を 

   利活用する方式 

※5 Ｌｅａｓｅ＆Ｌｏｃ方式(ﾘｰｽｱﾝﾄﾞﾛｯｸ)方式：公共施設の事業手法としてのリース方式と商業施設の事業手法としてのＬｏｃ方式 
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   を組み合わせた方式 

※6 ＬＣＣ（ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄ）：企画、設計、建設から運用、修繕を経て解体処分するまでの全ての費用 

○維持管理・運営における、民間裁量領域の設定について（独立採算事業の可能性） 

次のような意見・提案がありました。 

・自主事業（例：イベント、スポーツ教室、大会等）は独立採算事業の可能性あり。 

・民間の創意工夫を最大限に引き出すための手法を検討すべきである。 

・現状の実績からは、体育館等の使用料収入で管理運営費を賄うのは困難である。 

・運営責任を民間に委託することで、行政との責任分担が明確になる。 

・施設の安定的な運営をサポートするため、①ネーミングライツ（※7）の採用（全ての費用を施設 

 運営に充てる）、②閑散期における課外事業充当支援、③電気代負担軽減策などを実施 

・大会誘致や一般客を呼び込む方策を民間に移譲 

 など 

※7 ネーミングライツ：「命名権」「施設にスポンサー企業の社名やブランド名を名称として付与する権利」 

２ 複合化を行う場合の条件について 

○想定される複合機能（民間独立採算施設の導入可能性） 

次のような意見・提案がありました。 

・現敷地は、体育館機能と連携または相乗効果のある業種業態誘致のポテンシャル（※8）はある。 

・敷地面積 16,000 ㎡での複合化はハードルが高く、敷地内に民間独立採算施設を個別に建設 

するのは困難で設計に工夫が必要である。 

・未来の鳥取のシンボルとして優先順位の検討が必要である。 

・事業参画に向けたコンソーシアム（※9）を組成していく中で、市からの条件設定に応じ検討する。

・体育館は、大会誘致等を考慮すればサブアリーナは必須と考える。 

・体育施設として、体育館はアリーナとサブアリーナ、提言書内記載のアイススケートリンク 

の複合化が考えられる。 

・本施設は、スポーツを「する」施設に留まらず、「見る」、「地域の方々が集まる」施設にするた

め、飲食施設の併設の可能性を検討したい。 

など 

※8 ポテンシャル：「潜在的な可能性（能力）」 

※9 コンソーシアム：「企業連合」や「資本連合」 

○敷地条件、整備行程条件等への影響（制約の有無） 

次のような意見・提案がありました。 

・限られたスペース（敷地面積 16,000 ㎡）での複合化については、求める機能の優先順位検討が

必要。 

・多数の市民が集まれる駐車場の整備、駐車台数の確保（夜間の利用も可能な形態）が必要。 

・災害対策避難場所としての利用を前提とした整備が必要。 

・競技の歓声や騒音等の心配がない環境整備が必要。 

・敷地内の既存建物等の解体等は、予め公共工事等にて実施し事業者リスク（地上、地下、用途地

域等）の解決は事前に行ってほしい。 

・周辺道路の環境整備や幅員、渋滞対策、事業者が行う事業の許認可等がスムーズにいくよう市の

協力を願う。 

 など 

○ＬＣＣ（※6）を軽減させる方策・アイデア 
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次のような意見・提案がありました。 

・施設の老朽化対策として長寿命化対策をとることで経費を削減することが可能である。 

・市民体育館を「利用者の手で作る、運営する」といった考え方を持っていただくための働き 

かけを行う。（例：ボランティアによる清掃活動など） 

・利用規則の詳細設定により施設を丁寧に活用していく。 

・イニシャルコスト（※10）において、省エネ・創エネ・畜エネ等の検討を行うことが大切。 

・公共施設全体として、幅広く公共施設包括管理業務の検討をしてはどうか。 

・施設の導線計画によって、管理運営費用の逓減が可能。 

・自然エネルギーの活用 

 など 

※6 ＬＣＣ（ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄ）：企画、設計、建設から運用、修繕を経て解体処分するまでの全ての費用 

※10 イニシャルコスト：「設計・建築（施設・設備の整備）など稼働までに要する初期導入資金」 

３ その他について 

○参加資格（地元企業の参画、コンソーシアム（※9）組成の考え方など） 

次のような意見・提案がありました。 

・参加資格として、類似した事業（手法、機能、規模等）の経験やマネジメント能力、資金調 

 達力等を持つ事業者が求められる。 

・応募は単独企業、または代表企業を選出した企業グループのコンソーシアム。 

・設計から建設までの主体はゼネコン（※11）、完成後の運営は体育施設の運営経験がある民間企業 

 が主体となることが望ましい。 

・地域密着をはかるため、組成先として地元企業との取り組みが必要。 

・地元企業の参画は参加資格要件を満たせば、積極参加いただきたい。 

・設計については、安定した運営に必要な施設設計ノウハウ（※12）が必要であるため県外事業者で

 も参画可とすることが望ましい。 

・建設は、鳥取市内Ａランクの業者及び県内で同様の能力を有する企業（設計された建屋を適切 

に施工できる能力を有する企業）が望ましい。 

・施設運営は、最も重要な役割を果たす位置付けとなる企業であり、過去に多くの経験及び長期 

の運営に耐えられる経営内容が満足できる企業でなければならない。 

など 

※9 コンソーシアム：「企業連合」や「資本連合」 

※11 ゼネコン：「元請負者として土木・建築工事を一式で請負い、工事全体のとりまとめを行う総合建設業者」 

※12 ノウハウ：「専門的な技術、手法、情報、経験」 

○本事業へのご興味 

・官民連携した鳥取市の新たな取り組みとして強い関心をもっている。 

・これからの公共施設経営と地域活性化にぜひとも力になりたい。 

との意見が多数でした。 

○事業化にあたっての留意事項・懸念事項等 

次のような意見、提案がありました。 

・長期的にみて、利用者の利便性を維持していくために利用料金設定の裁量があるかどうか。 

・市民サービス向上のためには、維持管理とは別に運営費用の想定数値が必要。 

・敷地面積 16,738 ㎡の中でどれ程の施設が建設可能となるのか不明。 

・現段階では、新施設のスペック（※13）が具体的に見えていない。 
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・体育館以外の必須公共機能をどう考えればよいか。 

・合併特例債などの財源の検討が第一優先となり、事業内容が十分に検討されないことに懸念。 

・施設の運営にあたり、行政からの直接もしくは間接的な支援が不可欠。 

 など 

※13 スペック：「仕様」「性能」等 

○その他お気づきの点等ありましたら自由にご記入ください。 

次のような意見・提案がありました。 

・アイススケートリンクを併設し、より多くの人々に活用されるスケートリンクの普及に寄与 

すべきであると考える。 

・鳥取市の新たな防災拠点としての整備が必須と考える。 

・利用者のニーズを満たすためにトレーニングジムの充実が必要（200 ㎡以上） 

・継続的に対話を行い、具体の事業提案の評価によって事業者募集時のインセンティブ（※14）付与

 を検討願いたい。 

など 

※14 ｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ：「行動を促す動機付け」「やる気を起こさせる刺激」等 

 

■今後の対応について 

 意見交換の結果を踏まえ、意見交換で得られた具体的な事業提案に関して対話を継続しながら、

実現可能な事業手法と多機能化、複合化による再整備方針に反映させます。 

 市民体育館再整備の緊急性と重要性に鑑み、本年度中を目途にして「次代に誇れる夢と希望がつ

まった鳥取市の生涯スポーツ推進拠点」としての市民体育館再整備の基本構想をまとめたいと考え

ます。 
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中核市移行に伴う市教育委員会の機構について 

 
１ 中核市移行に伴う権限移譲と対応 

（１）権限移譲の内容 

  ①県費負担教職員の研修（地方教育行政の組織及び運営に関する法律） 

  ②重要文化財・埋蔵文化財に関する許可等（文化財保護法） 

  ③教育委員会による保健所の協力の要請（地方教育行政の組織及び運営に関する法律） 

（２）権限移譲に伴う研修組織体制 

  ・教育センター研修企画係の人員を増員し、教職員研修を企画・実施 

 

２ 中核市移行後の教職員研修 

（１）基本的な考え方 

  ・教職員研修については、市での実施を基本とする。 

  ・市が必要と認める場合には、引き続き県の研修に参加する。 

   （養護教諭等の人数が少ない研修、教科等の専門研修等） 

（２）研修を企画する際の視点 

  ・中核市移行の機会を生かし、鳥取市の特色や教育課題を踏まえた、市ならではのきめ

細やかな研修を実施する。 

  ・教職員に求められる資質・能力の向上はもとより、発想力や企画力等、これからの創

造的な学校づくりに必要な力を培う内容を企画する。 

  ・他部局や企業等と連携し、教職員の視野を広げる内容・会場・講師を検討する。 

  ・各学校で教職員が学び合い自治力を高めるための支援を工夫する。 

（３）主な研修内容 

  ・法定研修を含む基本研修、職務研修 

  ・鳥取市の課題や今日的課題に対応する専門研修 等 

  ※別紙参照「平成２８年度教職員研修講座一覧表（県教育センター）」 

 

３ 今後のスケジュール 

  ・平成２８年度  鳥取市教職員研修体系（案）の作成 

  ・平成２９年度  研修内容・日程・講師・会場・事務手続き等の検討 

  ・平成３０年４月  中核市移行、鳥取市教職員研修体系に基づき研修開始 

定例教育委員会資料 

年月日 平成２９年１月２７日 

担当課 学校教育課教育センター 
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研修名

幼稚園等 新規採用教員研修　 小学校　国語　

小学校 初任者研修　 中学校　国語　

中学校 初任者研修　 高等学校　国語　

高等学校 初任者研修　 小学校　社会

特別支援学校 初任者研修　 中学校　社会

養護教諭 新規採用教員研修　 高等学校　地理歴史（日本史）

小学校 ２年目研修　 小学校　算数　

中学校 ２年目研修　 中学校　数学

高等学校 ２年目研修　 高等学校　数学

特別支援学校 ２年目研修　 小学校　理科

養護教諭 ２年目研修　 中学校　理科

小学校 ３年目研修　 高等学校　理科

中学校 ３年目研修　 小学校　生活

高等学校 ３年目研修　 小学校　音楽　

特別支援学校 ３年目研修　 中・高等学校　音楽

小学校 ５年目研修　 小学校　図画工作

中学校 ５年目研修　 中・高等学校　美術

高等学校 ５年目研修　 小学校　体育　

特別支援学校 ５年目研修　 中・高等学校 保健体育

養護教諭 ５年目研修　 中学校　技術

幼稚園等 １０年経験者研修　 小学校　家庭

小学校 １０年教職員研修　 中・高等学校　家庭　

中学校 １０年経験者研修　 小学校　外国語活動　

高等学校 １０年経験者研修　 中学校　英語　

特別支援学校 １０年経験者研修　 高等学校　英語　

全校種 キャリアデザイン研修 小学校　道徳　

新任校長研修（全）　 中学校　道徳　

校長研修（全） Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ 小・中学校　総合的な学習の時間

新任副校長研修　 小・中学校　特別活動

新任教頭研修（全） 高等学校　水産

副校長・教頭研修（全）Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ 高等学校　商業

新任事務長研修　 ２１世紀型スキルを育てるための授業デザイン

事務長研修　 ICTを活用した協調学習

２年次校長評価者研修(全) 実践的な情報モラル指導

副校長評価者研修(全）・２年次教頭評価者研修(全) 小学校におけるタブレット端末活用

新任主幹教諭研修　 中学校におけるタブレット端末活用

学校リーダー研修（全）　 高等学校におけるタブレット端末活用

ミドルリーダーステップアップ研修（小・中） 特別支援学校におけるタブレット端末活用

学校CIO研修 幼稚園・保育所（園）・認定子ども園特別支援教育

教務主任研修（小） 小学校特別支援教育

教務主任研修（特） 中学校特別支援教育

新任生徒指導担当者研修（小・中・特） 高等学校特別支援教育

新任保健体育主事研修（全） 特別支援学校①

道徳教育推進教師研修（小） 特別支援学校②

道徳教育推進教師研修（中） 特別支援教育①

新任特別支援教育主任研修（小・中・高） 特別支援教育②

情報化推進リーダー研修 特別支援教育③

養護教諭研修（全） 教育相談①

特別支援学級新担任研修（小・中） 教育相談②

通級指導教室担当者研修（小・中・特） 教育相談③

栄養教諭・学校栄養職員研修（小・中・特） 小学校教育相談

実習教諭・実習職員研修(高・特) 中学校教育相談

寄宿舎職員研修(特) 高等学校教育相談

教育相談・不登校担当教員研修（小・中） 小学校　生徒指導

教育相談担当教員研修（高） 中学校・高等学校　生徒指導

新任司書教諭研修(全) 小学校　学級経営

司書教諭研修（小・特） 中学校・高等学校　学級経営

司書教諭研修（中・高） 健康教育

学校事務職員１年目研修（全） 食育　

学校事務職員フォローアップ研修（全） 図書館教育（中・高）

学校事務職員パワーアップ研修（全） 人権教育

新任事務副主幹・新任事務次長研修（全） ふるさと教育

事務副主幹・事務次長研修（全） 博物館連携講座

新任事務主幹研修(全） 小学校　理科

事務主幹研修（全） 中学校　理科

学校事務職員研修（全） 高等学校　鳥取県学習科学セミナーメンター育成

講師研修Ⅰ（小・中）

講師研修Ⅱ（小・中）

講師研修（高・特）

幼児教育①

幼児教育②

幼児教育③

幼児教育④

専
門
研
修

幼児教育

「アクティブラーニング」理解と「２１世紀型スキル」育成研修（AL２１s研修）

若手育成セミナー

自治体向けのICT活用出前研修

各
種
教
育
等

課

題

研

修

教科・領域指導力
向上ゼミナール

(別途通知）

職
務
研
修

学
校
経
営
研
修

情
報
教
育

特
別
支
援
教
育

主
任
・
主
事
等
研
修

職
務
に
応
じ
た
研
修

教
育
相
談
・

生
徒
指
導
・

学
級
経
営
等

そ
の
他

土曜自主セミナー

鳥取県学習科学セミナー

平成２８年度　教職員研修講座一覧表　（県教育センター）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

研修区分 研修名 研修区分

基
本
研
修

専
門
研
修

教
科
指
導
等
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